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Abstract

　The purpose of this paper is to compare various texts of the Shin-gū poetry contest and provide notes on the 
poems and judgments given in the contest. The poems were selected in the third month of the first year（1201） 
of the Kennin period. It was just before the compilation of the Shin-Kokin Waka-shū was begun in earnest. This 
contest was undertaken by Gotoba-no-in, who was later to order the compilation of the Shin-Kokin Wakashū. The 
central figures  involved in Shin-Kokin Waka-shū selection participated in this contest. The participants criticized 
each other’s works anonymously.  Nine works from the contest were later included in the Shin-Kokin Waka-shū.  
Therefore the careful interpretation of each poem  in the contest is also essential to understanding the Shin-Kokin 
Waka-shū.
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一

　

本
稿
は
、「
新
宮
撰
歌
合 
建
仁
元
年
三
月 

全
注
解
稿
（
二
）」（『
大
阪
工
業
大
学
紀
要

人
文
社
会
編　

五
四
巻　

第
一
号　

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）
に
続
い
て
、
新
宮
撰
歌
合

全
三
十
六
番
の
う
ち
、
十
六
番
か
ら
二
十
一
番
ま
で
の
注
解
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

底
本
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
と
同
じ
く
貞
享
二
年
刊
『
歌
合
部
類
』
本
に
ひ
と
ま

ず
従
う
こ
と
と
し
、
内
閣
文
庫
本
（
二
○
一
・
一
四
七
）
を
用
い
て
、
以
下
に
掲
げ
る

写
本
で
校
合
し
た
。
書
名
の
下
の
記
号
は
所
蔵
者
の
整
理
番
号
で
あ
る
。
→
印
の
下
に

本
稿
で
の
略
称
を
示
す
。
校
異
は
、
和
歌
に
つ
い
て
は
す
べ
て
掲
げ
る
が
、
複
数
の
写

本
が
同
じ
本
文
で
あ
る
場
合
、
用
字
に
つ
い
て
は
先
頭
に
掲
げ
る
も
の
に
従
う
。
和
歌

以
外
の
部
分
（
難
陳
、
判
詞
）
の
校
異
は
、
私
意
に
よ
り
主
要
な
部
分
の
み
を
和
歌
の

校
異
の
後
に
記
す
こ
と
に
す
る
。
目
次
・
集
付
・
歌
題
・
作
者
名
の
校
異
は
省
略
す
る
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
本　

　
　

五
○
一
・
五
八
四 
→ 

宮

　

京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
（
和
泉
書
院
影
印
叢
刊
73
に
よ
る
）

　
　

特
貴
八
三
一
・
五
一 
→ 
京

　

水
府
明
徳
会
彰
考
館
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
に
よ
る
）

　
　

巳
・
一
二 

→ 

彰

　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
（
同
右
）
二
○
一
・
二
〇
九 

→ 

内

　

刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
本
（
同
右
）
一
六
七
一 

→ 

刈

　

神
宮
文
庫
本
（
同
右
）
三
・
九
八
二 

→ 

神

　

島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
本
（
同
右
）
九
一
一
、一
八
・
Ｓ
ｈ
六
二 

→ 

桑

　

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
（
同
右
）
六
・
二
︱
二
・
一
二
七
四

（
資
料
館
書
誌
Ｉ
Ｄ
一
〇
〇
一
八
六
〇
六
二
） 

→ 

中
一

　

祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
（
同
右
）
六
・
二
︱
二
・
一
二
七
四

（
資
料
館
書
誌
Ｉ
Ｄ
一
〇
〇
一
八
六
〇
六
四
） 

→ 

中
二

　

熊
本
大
学
付
属
図
書
館
北
岡
文
庫
本
（
同
右
）
一
○
七
・
三
六
・
七 

→ 

北

　

篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
本
（
同
右
）
二
五
○ 

→ 

青
一

　

篠
山
市
立
青
山
歴
史
村
本
（
同
右
）
一
九
一 

→ 

青
二

　

肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
本
（
同
右
）
一
三
八
・
五
三 

→ 

松

　

本
文
の
校
訂
は
、
底
本
が
明
ら
か
に
誤
写
・
誤
脱
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
り
、

そ
の
旨
を
校
異
の
欄
に
示
す
。

　

本
文
は
、
読
解
の
便
宜
上
、
次
の
よ
う
に
処
置
し
た
。

 

・
用
字
は
通
行
字
体
に
改
め
た
。

 

・
仮
名
遣
い
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
異
な
る
場
合
に
は
、
歴
史
的

仮
名
遣
い
を
（　

）
に
入
れ
て
傍
記
し
た
。

 

・
私
意
に
よ
り
清
濁
を
区
別
し
、
句
読
点
・「　

」
等
を
付
し
た
。

 

・
仮
名
に
は
、
適
宜
漢
字
を
宛
て
た
が
、
底
本
の
仮
名
表
記
を
振
り
仮
名
と
し
て
残
し

た
。

 

・
反
復
記
号
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
但
し
、
品
詞
の
変
わ
る
場
合
と
、
漢
字
を
宛
て

る
こ
と
で
送
り
仮
名
と
な
っ
た
場
合
は
仮
名
に
改
め
、
記
号
は
振
り
仮
名
と
し
て
残

し
た
。

 
・
難
読
漢
字
そ
の
他
に
は
、（　

）
内
に
読
み
を
記
し
、
漢
文
体
の
箇
所
に
は
訓
点
を

施
し
た
。

 

・
底
本
の
改
行
と
は
無
関
係
に
、
難
陳
と
判
詞
の
箇
所
で
改
行
し
た
。
ま
た
、
一
行
空

き
に
す
る
な
ど
、
割
付
を
多
少
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。

 

・
和
歌
に
は
、
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
付
し
た
。

　

注
釈
は
、
校
異
・
他
出
文
献
・
通
釈
・
本
歌
の
順
に
掲
出
し
、
そ
の
後
に
○
を
付
し

新
宮
撰
歌
合 

建
仁
元
年
三
月 

全
注
解
稿
（
三
）

情
報
科
学
部　

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科　
　
　

奥　

野　
　

陽　

子

（
二
〇
〇
九
年
九
月
三
〇
日
受
理
）

2
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て
、
語
や
句
を
挙
げ
、
語
釈
に
と
ど
ま
ら
ぬ
、
一
首
の
詞
続
き
や
修
辞
な
ど
か
ら
生
じ

る
意
味
に
つ
い
て
解
説
し
た
。さ
ら
に
補
説
や
考
察
が
あ
る
場
合
は
▽
以
下
に
記
し
た
。

　

引
用
は
、
和
歌
・
歌
合
等
は
新
編
国
歌
大
観
、
漢
詩
は
和
漢
朗
詠
集
な
ど
出
典
が
新

編
国
歌
大
観
所
収
の
も
の
は
そ
れ
に
依
っ
た
。
白
楽
天
の
詩
に
つ
い
て
は
、
白
楽
天
全

詩
集
（
佐
久
節
訳
注　

日
本
図
書
）
の
訓
に
依
っ
た
。
ま
た
、
古
来
風
体
抄
等
の
歌
学

書
は
日
本
歌
学
大
系
、
伊
勢
物
語
等
の
物
語
類
は
新
編
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
に

依
っ
た
。
但
し
、
い
ず
れ
も
私
意
に
よ
り
表
記
を
改
め
た
場
合
が
あ
る
。

二

十
六
番　
　
　

湖
上
暁
霧

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
具
朝
臣

31　

志し

賀が

の
沖
や
い
づ
く
を
霧
の
隔へ

だ

つ
ら
ん
浪
よ
り
出

（
い
づ
）る

有
明
の
月

　
　
　

右　

勝　

山
家
秋
月　
　
　
　
　
（
前
権
僧
正
慈
円
）

32　

影
清
き
月
よ
り
落お

つ
る
袖
の
雨
の
雲
は
秋
の
夜
軒
は
山や

ま

の
端は

右
申（

ま
う
し
て
い
は
く
）云

、
左
歌
は
只
ダ

望
ム二

秋
月
之
出
ヅ一
ル
ヲ

心
也
。
暁
霧
の
隔へ

だ

て
な
し
。
題

の
心
如
何
。
左
無
シ二

申
旨
一
。

判
者
云
、
右
歌
、
心
詞
尤
よ
ろ
し
。
興
あ
り
。
仍
リ
テ

為
スレ

勝
ト

。

【
校
異
】

31
し
か
の
沖
や
︱
志
賀
の
お奥

きイや
（
刈
）、
し
か
の
奥
や
（
神
・
青
二
）、
し
か
の
お
き

（
北
）、
志
賀
の
奥
（
京
）

　

い
つ
く
を
霧
の
︱
い
つ
こ
を
霧
の
（
刈
）

32
袖
の
雨
の
︱
袖
の
雨
に
（
桑
・
中
一
・
中
二
・
松
）、
袖
の
雨
は
（
京
）

　

軒
は
や
ま
の
は
︱
軒
は
山
さの

は
イと

（
宮
）、
軒
は
山
里
（
彰
）

　

底
本
は
作
者
名
を
欠
脱
す
る
の
で
、
他
本
に
よ
り
補
訂
す
る
。

難
陳
・
判
詞

　

只
望
秋
月
之
出
心
也
︱
た

秋
月
の
出
る
を
の
そ
む
心
や
（
宮
）、
た

秋
の
月
の

出
る
を
の
そ
む
に
て
（
京
・
北
）、
望
秋
月
（
彰
）、
只
望
秋
月
の
出
・心

也（
刈
）、

只
望
秋
月
心
也
（
内
）、
只
望
秋
月
（
神
・
桑
・
中
一
・
中
二
・
青
二
・
松
）、
只

望
秋
月
心
歟
（
青
一
）

　

暁
霧
の
へ
た
て
な
し
︱
さ
ら
に
暁
の
き
り
の
へ
た
て
な
し
（
宮
）、
暁
の
霧
の
へ
た

て
た
る
事
な
し
（
京
・
北
）、
暁
の
へ
た
て
な
し
（
彰
・
神
・
桑
・
中
一
・

中
二
・
青
二
・
松
）、
更イ

ナ
シ

無
暁
霧
之
隔
な
し
（
刈
）、
暁
霧
隔
於
浪
（
内
・
青
一
）

　

題
の
心
如
何
︱
於
題
意
如
何
（
宮
）、
題
の
心
に
を
ひ
て
（
京
・
北
）、
於イ

ナ
シ出

題
心　

如
何
（
刈
）、
如
何
（
内
・
青
一
）

　

左
無
申
旨
︱
左
方
申
旨
な
し
（
宮
）、
右
歌
左
方
無
申
旨
（
京
・
北
）、
左
申
旨
（
内
）

　

心
詞
尤
よ
ろ
し
︱
心
こ
と
は
と
も
に
（
宮
・
京
・
北
）、
心
詞
尤
（
刈
）、
心
詞

（
内
・
青
一
）

　

興
あ
り
︱
興
あ
り
て
（
京
・
北
）

　

仍
為
勝
︱
勝
と
す
（
京
・
北
）

【
他
出
文
献
】

31　

夫
木
和
歌
抄　

雑
五　

一
〇
六
一
〇
（「
建
仁
元
年
十
首
歌
合
、
湖
上
暁
霧
」）・

歌
枕
名
寄　

志
賀
篇　

五
九
三
六
（「
奥　

新
宮
撰
歌
合
」）

32　

夫
木
和
歌
抄　

秋
四　

五
二
五
八
（「
建
仁
元
年
十
首
歌
合
、
山
家
秋
月
」
下
句

「
く
も
れ
ば
出
づ
る
秋
の
山
の
は
」）、和
歌
口
伝
抄　

一
九
（
第
一
句
「
さ
や
か
な
る
」

第
三
句
「
袖
の
雨
」）

【
通
釈
】

十
六
番　
　
　

湖
上
の
暁
霧
（
湖
の
上
に
か
か
る
暁
の
霧
）

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
具
朝
臣

31　

志
賀
の
沖
よ
。
い
っ
た
い
ど
こ
を
霧
が
隔
て
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
浪
か
ら
出
て

く
る
有
明
の
月
で
あ
る
よ
。

　

右　

勝　

山
家
の
秋
月
（
山
家
で
見
る
秋
の
月
）　
（
前
権
僧
正
慈
円
）

32　

光
も
清
い
月
か
ら
落
ち
て
く
る
袖
の
雨
の
、（
雨
を
降
ら
せ
る
）
雲
は
秋
の
夜
で

あ
り
、（
そ
こ
か
ら
月
光
が
漏
れ
て
く
る
）
軒
は
（
こ
の
山
家
で
は
）
山
の
端
で
あ

る
よ
。
︱
︱
清
ら
か
な
月
の
光
を
見
て
落
ち
る
袖
の
涙
の
、
そ
の
雨
を
も
た
ら
す
雲

は
秋
の
夜
の
風
情
で
あ
り
、
こ
の
山
中
の
住
ま
い
で
は
、
月
光
が
漏
れ
て
く
る
軒
に

あ
た
る
の
は
山
の
端
で
あ
る
こ
と
よ
。

　

右
方
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
左
歌
は
、
た
だ
秋
月
の
出
る
の
を
望
む
心
で
あ

る
。「
暁
霧
」
の
（
題
の
本
意
た
る
）
隔
て
が
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
題
の
心
に
と

っ
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
左
方
は
、
申
す
こ
と
が
無
い
。

　

判
者
が
言
う
こ
と
に
は
、
右
歌
の
心
も
詞
も
ま
こ
と
に
結
構
で
あ
る
。
興
趣
が

あ
る
。
故
に
右
を
勝
と
す
る
。

○
題
︱
十
六
番
は
左
右
異
題
。
左
は
「
湖
上
暁
霧
」、
右
は
「
山
家
秋
月
」。

3
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31○
志
賀
の
沖
や
︱
志
賀
は
近
江
国
歌
枕
。
琵
琶
湖
の
湖
西
部
、
大
津
市
。
琵
琶
湖
と
比

良
山
地
に
挟
ま
れ
た
地
域
で
、
天
智
天
皇
大
津
宮
が
あ
っ
た
所
。
志
賀
は
新
古
今
時

代
に
好
ま
れ
た
歌
枕
で
あ
り
、
本
歌
合
に
も
四
例
を
見
る
が
、「
志
賀
の
沖
」
と
い

う
詞
続
き
は
こ
の
歌
以
外
に
は
見
出
せ
な
い
。「
志
賀
の
沖
」
は
、
志
賀
の
湖
畔
に

立
っ
て
、
東
の
方
角
に
あ
た
る
沖
を
望
み
見
た
の
で
あ
る
。
東
方
は
、「
有
明
の
月
」

が
昇
る
方
角
で
あ
る
。
初
句
「
や
」
で
詠
嘆
を
こ
め
て
切
れ
る
句
法
。

○
い
づ
く
を
霧
の
隔
つ
ら
ん
︱
ど
こ
を
霧
が
隔
て
隠
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、の
意
。

隔
て
隠
し
て
い
る
場
所
が
見
え
な
い
状
態
を
い
う
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
詠

手
と
し
て
は
、
沖
の
方
、
茫
々
と
し
て
、
霧
が
立
ち
こ
め
て
い
る
ば
か
り
の
景
色
を

表
現
し
よ
う
と
し
た
か
。
た
だ
、
こ
の
句
は
、
霧
が
隔
て
て
い
る
の
は
ど
こ
か
、
ど

こ
に
も
見
え
な
い
、
の
意
に
も
受
け
取
れ
る
の
で
、
右
方
か
ら
「
暁
霧
の
隔
て
な
し
」

と
の
難
陳
が
出
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
浪
よ
り
出
る
有
明
の
月
︱
「
有
明
の
月
」
は
、
陰
暦
十
六
夜
以
降
の
月
で
、
夜
が
明

け
て
も
空
に
残
る
月
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
月
が
出
る
夜
更
け
の
時
間
を
詠

ん
で
い
る
。「
浪
よ
り
出
る
」
は
、
用
例
と
し
て
は
、
こ
の
歌
が
最
初
で
あ
る
が
、

後
の
例
を
見
れ
ば
、
お
お
か
た
霧
の
か
か
っ
て
い
な
い
状
態
に
お
い
て
詠
ま
れ
て
い

る
。

 

・
末
の
松
ま
つ
夜
ふ
け
ゆ
く
空
晴
れ
て

0

0

0

0

浪
よ
り
い
づ
る
山
の
端
の
月0

（
有
家
朝
臣

　
　

千
五
百
番
歌
合　

秋
二　

一
二
八
〇
）

 

・
ほ
の
ぼ
の
と
明
行
く
空
に
霧
晴
れ
て

0

0

0

0

波
よ
り
い
づ
る
淡
路
島
山
（
関
白
（
教
実
）

洞
院　

摂
政
家
百
首　

雑　

一
六
九
〇
）

 

・
須
磨
の
浦
や
あ
ま
と
ぶ
雲
の
跡
晴
れ
て

0

0

0

0

0

0

波
よ
り
い
づ
る
秋
の
夜
の
月0

（
女
房
（
道

　
　

家
）
名
所
月
歌
合　

貞
永
元
年　

四
五
）

　
「
浪
よ
り
出
る
」
と
い
う
表
現
で
は
、
波
は
見
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ

の
点
に
お
い
て
も
、
右
方
の
難
陳
は
当
を
得
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

32○
影
清
き
︱
月
光
が
清
い
の
意
。
月
の
光
の
澄
み
き
っ
た
様
子
を
い
う
。
二
句
の「
月
」

に
か
か
る
。

 

・
影
清
き
夏
の
夜
す
が
ら
照
る
月0

を
あ
ま
の
と
渡
る
舟
か
と
ぞ
見
る
（
好
忠
集　

一

　
　

四
三
）

 

・
影
清
き
夜
渡
る
月0

の
さ
え
ゆ
く
を
ま
だ
そ
れ
な
ら
で
誰
惜
し
む
ら
ん
（「
夜
深
見

　
　

月
」
仲
実　

和
字
一
字
抄　

一
一
八
二
）

 

・
影
清
き
月0

を
横
切
る
浮
雲
は
秋
の
名
を
さ
へ
け
が
し
つ
る
か
な
（「
経
盛
の
家
の

歌
合
に
、
月
を
」
有
房
集　

一
八
〇
）

○
月
よ
り
落
つ
る
袖
の
雨
の
︱
「
袖
の
雨
」
は
衣
の
袖
を
ぬ
ら
す
雨
で
、
涙
で
袖
が
ぬ

れ
る
こ
と
を
た
と
え
て
い
う
。

 

・
世
の
中
を
思
ひ
は
い
れ
じ
袖
の
雨
に
た
ぐ
は
ば
月
の
曇
り
も
ぞ
す
る
（「
百
首

　
　

歌
中
に
、
月
の
歌
と
て
」
三
位
中
将
公
衡　

玄
玉
集　

一
二
二
）

　

こ
こ
で
は
そ
の
袖
の
雨
が
、「
月
よ
り
落
つ
る
」（
＝
月
か
ら
落
ち
る
）
と
表
現
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
詞
続
き
の
面
白
さ
が
あ
る
。「
月
よ
り
落
つ
る
」
は
、
こ
こ

で
は
澄
み
き
っ
た
光
を
放
つ
月
が
原
因
で
落
ち
る
涙
で
あ
る
こ
と
を
表
現
す
る
も
の

で
あ
る
。「
月
よ
り
落
つ
る
」
と
い
う
表
現
自
体
は
、
建
久
九
年
の
良
経
歌
に
例
が

あ
り
、
そ
こ
で
は
判
者
俊
成
に
よ
っ
て
「
月
よ
り
落
つ
る
な
ど
…
…
す
が
た
心
と
も

に
勝
劣
分
き
が
た
く
侍
り
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

 

・
片
岡
の
麓
の
稲
葉
末
さ
わ
ぎ
月
よ
り
落
つ
る
峰
の
秋
風
（「
秋
の
歌
あ
ま
た
よ
み

け
る
中
に
」
後
京
極
殿
御
自
歌
合　

七
七
）

　

三
句
末
「
の
」
は
、
序
詞
末
の
「
の
」
の
よ
う
に
、「
よ
」
に
通
う
喚
体
性
の

「
の
」
で
、
こ
こ
で
い
っ
た
ん
切
れ
て
、
さ
ら
に
、「
そ
の
雲
は
」
と
下
句
に
続
く
。

○
雲
は
秋
の
夜
︱
月
を
曇
ら
せ
、
雨
を
降
ら
す
雲
に
あ
た
る
も
の
は
「
秋
の
夜
」
で
あ

る
、
の
意
。「
秋
の
夜
」
は
次
の
古
今
集
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
物
思
い
の
最

も
激
し
く
な
る
と
き
で
あ
る
。

 

・
い
つ
は
と
は
時
は
わ
か
ね
ど
秋
の
夜
ぞ
物
思
ふ
事
の
か
ぎ
り
な
り
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（「
是
貞

の
親
王
の
家
の
歌
合
の
歌
」
よ
み
人
し
ら
ず　

古
今
集　

秋
上　

一
八
九
）

秋
の
夜
の
物
思
い
の
涙
が
雲
の
よ
う
に
月
を
曇
ら
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

○
軒
は
山
の
端
︱
「
軒
も
る
月
」「
軒
端
の
月
」
と
い
う
成
句
が
あ
る
よ
う
に
、
屋
内

へ
は
軒
端0

か
ら
月
の
光
が
も
れ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
「
山
家
」

で
あ
る
か
ら
、
月
光
は
軒
端0

で
は
な
く
、
山
の
端0

か
ら
射
し
て
く
る
と
い
う
の
で
あ

る
。

難
陳
・
判
詞

○
興
あ
り
︱
面
白
み
が
あ
る
、
興
趣
が
あ
る
、
の
意
。
本
歌
合
以
前
の
俊
成
の
用
例
を

挙
げ
て
お
く
。

 

・
右
、
こ
れ
は
、
そ
ら
さ
へ
と
侍
る
に
や
、
こ
れ
も
こ
こ
ろ
す
が
た
興
あ
り
て
は
侍

る
を
（
広
田
社
歌
合　

十
二
番
判
詞
）
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・
左
の
、
し
で
か
け
そ
ふ
る
と
い
ひ
、
右
の
、
神
も
さ
こ
そ
は
な
ど
い
へ
る
こ
こ
ろ

い
づ
れ
も
興
あ
り
て
は
み
え
侍
る
を
（
広
田
社
歌
合　

十
七
番
判
詞
）

▽
右
方
が
左
歌
の
落
題
を
指
摘
し
た
の
に
対
し
て
、
俊
成
は
そ
れ
に
は
触
れ
ず
、
右
歌

の
優
れ
た
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
勝
と
し
た
番
で
あ
る
。

▽
和
歌
口
伝
抄
に
は
、「
詩
の
心
を
以
て
五
品
と
云
ふ
事
有
り
」
と
す
る
五
品
の
一
つ

と
し
て
「
皎
潔
」
を
あ
げ
、
32
番
歌
を
例
と
し
て
い
る
。

　

皎
潔
と
は
、
う
ち
ぎ
ゝ
に
は
き
と
心
得
が
た
く
て
、
し
か
も
能
々
案
ず
れ
ば
え
ん
な

る
体
な
り
。

　
　

さ
や
か
な
る
月
よ
り
お
つ
る
袖
の
雨
雲
は
秋
の
夜
軒
は
や
ま
の
は

　

慈
鎮
和
尚
は
此
体
を
こ
の
み
て
詠
ぜ
ら
れ
け
る
也
。

「
ふ
と
聞
い
た
と
き
に
は
は
っ
き
り
と
は
理
解
で
き
に
く
い
が
、
し
か
も
よ
く
よ
く
思

案
す
る
と
優
美
な
風
体
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
歌
の
「
月
よ
り
落
つ
る
袖
の
雨
」「
雲

は
秋
の
夜
」「
軒
は
山
の
端
」
と
い
っ
た
詞
続
き
に
よ
く
あ
て
は
ま
る
。

十
七
番　
　
　

嵐
吹
寒
草

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
大
臣

33　

秋
は
て

あ
は
れ
は
猶
ぞ
残
り
け
る
花
も
あ
ら
し
の
野
辺べ

の
夕
暮

　
　
　

右　

勝　

山
家
秋
月　
　
　
　
　
　

定
家
朝
臣

34　

宮
古
人
さ
ら
で
も
松
の
木
の
間
よ
り
心
づ
く
し
の
月
ぞ
も
り
くけ

イ

る

　
　
　

判
者
云
、
右
為
スレ

勝
ト

。

【
校
異
】

33
秋
は
て

︱
秋
は
て

シ
イ（

宮
）、
秋
あ
は
て
（
彰
）、
秋
は
て
し
（
神
）

　

残
り
け
る
︱
残
り
け
り
（
彰
）

34
さ
ら
て
も
松
の
︱
さ
ら
て
は
松
の
（
刈
）、
さ
し
て
も
ま
つ
の
（
中
一
）

　

月
そ
も
り
く
る
︱
月
そ
も
り
くけ

イ

る

難
陳
・
判
詞

　

右
為
勝
︱
右
を
も
て
為
勝
（
宮
・
京
・
刈
・
内
・
北
・
青
一
）、
右
勝
と
す
（
桑
・

　
　

中
一
・
中
二
・
松
）

【
他
出
文
献
】

33　

三
百
六
十
番
歌
合　

冬　

四
四
七
（
第
二
、三
句
「
あ
は
れ
は
な
ほ
も
の
こ
り
け

り
」）

【
通
釈
】

十
七
番　
　

嵐
、
寒
草
を
吹
く
（
嵐
が
、
冬
枯
の
草
を
吹
く
）

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
大
臣
（
通
親
）

33　

秋
は
終
わ
っ
た
が
、
哀
れ
は
や
は
り
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
花
も
も
う
な
い

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
嵐
吹
く
野
辺
の
夕
暮
よ
。

　
　
　

右　

勝　

山
家
の
秋
月
（
山
家
で
見
る
秋
の
月
）　　

定
家
朝
臣

34　

都
人
を
そ
う
で
も
な
く
と
も
待
つ
山
家
の
、（
あ
た
り
の
）
松
の
木
の
間
か
ら
、

あ
の
心
づ
く
し
の
秋
の
月
の
光
が
も
れ
て
く
る
こ
と
よ
（
人
恋
し
い
心
が
さ
ら
に
増

る
こ
と
だ
）。

　
　
　

判
者
の
言
う
こ
と
に
は
、
右
を
勝
と
す
る
。

【
本
歌
】

34　

こ
の
ま
よ
り
も
り
く
る
月
の
影
見
れ
ば
心
づ
く
し
の
秋
は
来
に
け
り
（
よ
み
人
し

ら
ず　

古
今
集　

秋
上　

一
八
四
・
小
町
集　

一
〇
六
・
新
撰
和
歌　

二
四
（
第
二

句
「
お
ち
く
る
月
の
」）・
古
今
六
帖　

二
九
三
（「
秋
の
月
」
伊
勢
）・
古
来
風
体
抄

二
四
四
・
定
家
八
代
抄　

秋
上　

三
〇
三
・
桐
火
桶　

七
七
・
雲
玉
集　

二
〇
一
・

源
氏
物
語
紫
明
抄　

六
五
〇
・
源
氏
物
語
河
海
抄　

一
一
二
六
）

○
題
︱
左
右
異
題
で
、
左
は
「
嵐
、
寒
草
を
吹
く
」、
右
は
「
山
家
の
秋
月
」。「
寒
草
」

は
冬
の
枯
れ
た
草
の
こ
と
。
寒
草
を
含
む
題
は
、「
寒
草
帯
雪
」（
経
信
集
）「
雪
埋

寒
草
」（
在
良
集
）
な
ど
が
す
で
に
あ
る
が
、
寒
草
に
嵐
や
風
を
結
ぶ
題
は
こ
れ
以

前
に
は
見
出
せ
な
い
。
荒
涼
と
し
た
風
景
を
思
わ
せ
る
題
で
、
当
時
の
好
尚
が
う
か

が
え
る
。

33○
秋
は
て

︱
秋
と
い
う
季
節
が
す
っ
か
り
終
わ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
暦
月
で
は
九
月

で
秋
が
終
わ
り
、
十
月
か
ら
冬
と
な
る
。

 

・
い
か
な
れ
ば
紅
葉
に
も
ま
だ
あ
か
な
く
に
秋
は
て
ぬ
と
は
け
ふ
を
い
ふ
ら
ん

　
　
（「
九
月
つ
ご
も
り
の
日
、
男
女
野
に
遊
び
て
紅
葉
を
見
る
」
源
順　

拾
遺
集　

雑
秋　

一
一
三
六
）

○
あ
は
れ
は
猶
ぞ
残
り
け
る
︱
「
あ
は
れ
」
は
「
秋
の
あ
は
れ
」。
秋
は
「
あ
は
れ
」

の
季
節
で
あ
る
。

 

・
白
露
の
お
き
し
く
野
辺
を
見
る
ご
と
に
あ
は
れ
は
秋
ぞ
数
ま
さ
り
け
る
（
是
貞
親

王
家
歌
合　

三
一
）
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・
こ
と
わ
り
や
旅
の
空
に
て
な
く
雁
は
秋
の
哀
を
思
ひ
つ
ら
ね
て
（
紀
伊　

堀
河
百

首　

秋　

七
〇
三
）

秋
の
し
み
じ
み
と
し
た
情
趣
が
、
冬
に
な
っ
て
も
や
は
り
残
っ
て
い
る
よ
、
の
意
。

秋
の
哀
れ
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
詠
む
33
番
歌
の
先
行
例
を
挙
げ
て
お
く
。

 

・
物
ご
と
に
秋
の
あ
は
れ
も
の
こ
る
な
り
霧
の
籬
に
す
め
る
夜
の
月
（
寂
蓮　

正
治

初
度
百
首　

秋　

一
六
四
八
）

 

・
山
お
ろ
し
よ
秋
の
あ
は
れ
や
残
る
ら
ん
け
ふ
も
か
な
し
き
夕
ぐ
れ
の
空
（
散
位
宗

長　

院
当
座
歌
合　

正
治
二
年
十
月
）

○
花
も
あ
ら
し
の
︱
秋
草
の
咲
く
野
を
花
野
と
い
う
。
花
は
結
句
の
「
野
辺
」
に
咲
く

も
の
と
し
て
い
う
。

・
秋あ

き

芽は

子ぎ

之の　

花は
な

野の

乃の

為す

酢す

寸き　

穂ほ

庭に
は

不い
で

出ず　

吾あ
が

恋こ
ひ

度わ
た
る　

隠こ
も
り

嬬づ
ま

波は

母も

（
万
葉
集　

巻
十　

二
二
八
五
）

「
あ
ら
し
」
は
「
花
も
在
ら
じ

0

0

0

」︱「
嵐
」
の
掛
詞
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
掛
詞
は
地

名
嵐
山
の
嵐
に
か
か
る
形
で

 

・
あ
す
よ
り
は
峰
の
桜
も
あ
ら
し
山
春
と
と
も
に
や
つ
き
ん
と
す
ら
ん
（「
は
な
」

越
前　

正
治
後
度
百
首　

九
一
二
）

な
ど
と
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
33
番
歌
に
お
い
て
は
題
を
担
う
一
首
の
眼
目

と
な
る
箇
所
に
あ
る
。
こ
の
句
は
、
本
歌
合
よ
り
後
の
千
五
百
番
歌
合
で
も

 

・
い
ま
は
よ
も
花
も
あ
ら
し
の
夏
山
に
青
葉
ま
じ
り
の
峰
の
白
雲
（
家
隆　

六
一
三
）

と
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
用
例
で
は
「
あ
す
」「
よ
も
」
な
ど
の
詞

に
推
量
の
意
が
明
確
で
あ
る
が
、33
番
歌
で
は
そ
う
で
は
な
い
。そ
の
意
味
で
は
、「
あ

ら
（
ず
）」
と
の
掛
詞
と
見
て
も
よ
い
が
、
こ
こ
で
は
花
が
残
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
が
目
前
の
嵐
の
激
し
さ
か
ら
断
定
的
に
推
量
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
解

釈
し
て
お
く
。

○
野
辺
の
夕
暮
︱
「
夕
暮
」
は
、
秋
の
「
あ
は
れ
」
が
最
も
発
揮
さ
れ
る
時
で
あ
る
か

ら
、
秋
が
果
て
た
後
も
「
あ
は
れ
」
が
残
る
時
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。「
野
辺
の

夕
暮
」
の
句
は
、
公
衡
集
初
出
で
、
新
古
今
時
代
以
降
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

 

・
す
む
月
の
色
と
ぞ
み
ゆ
る
花
す
す
き
露
に
風
吹
く
野
辺
の
夕
暮
（「
花
す
す
き
」

公
衡
集　

四
四
）

 

・
宿
か
ら
ん
ゆ
く
へ
も
み
え
ぬ
旅
の
空
雲
ゐ
を
た
の
む
野
辺
の
夕
暮
（「
旅
」
隆
信

御
室
五
十
首　

四
四
六
）

 

・
ま
ね
く
尾
花
恨
む
る
葛
に
こ
と
と
へ
ば
た
だ
秋
風
の
野
辺
の
夕
暮
（「
草
花
」　

雅

経　

正
治
後
度
百
首　

二
三
〇
）

34○
宮
古
人
さ
ら
で
も
松
の
木
の
間
よ
り
︱
都
人
は
、
こ
の
山
家
に
都
か
ら
来
訪
す
る
人

を
い
う
。
25
番
歌
「
古
郷
人
」
に
も
通
う
。「
松
」
は
「
さ
ら
で
も
待
つ

0

0

」
と
掛
詞

に
な
っ
て
い
る
。
上
句
は
、
寂
し
い
山
家
に
あ
っ
て
は
、
そ
う
で
な
く
て
も
都
人
の

来
訪
を
待
つ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
山
家
の
傍
ら
に
生
え
て
い
る
松0

の
木
の
間
か
ら
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
さ
ら
で
も
」
の
指
示
す
る
の
は
下
句
の
情
景
で
あ
る
。

○
心
づ
く
し
の
月
ぞ
も
り
く
る
︱
三
句
以
下
、
本
歌
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
。
本
歌
の

「
木
の
間
」
を
「
松
」
の
木
の
間
と
具
体
化
し
て
限
定
し
、
本
歌
で
は
、「
心
づ
く
し

の
秋
」
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
月
光
で
知
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、「
心
づ
く
し

の
月
」
と
縮
約
し
て
表
現
し
、
巧
み
で
あ
る
。「
心
づ
く
し
の
月
」
は
、
秋
の
、
物

思
い
の
限
り
を
尽
く
さ
せ
る
月
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

▽
本
歌
取
を
駆
使
し
た
34
番
歌
を
勝
と
し
た
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
納
得
し
う
る
が
、
左

右
の
評
定
の
記
録
も
無
く
、
判
者
の
判
定
が
根
拠
も
挙
げ
ら
れ
ず
に
記
さ
れ
て
い
る
の

は
、
本
文
の
欠
脱
が
懸
念
さ
れ
る
。

十
八
番　
　
　

嵐
吹
寒
草

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈
阿

35　

小を

篠ざ
ゝ

原
夜
半
の
嵐
は
払は

ら

へ
ど
も
葉（

は
わ
け
）分

の
霜
は
猶
結む

す

び
け
り

　
　
　

右　

勝　

山
家
秋
月　
　
　
　
　

女
房

36
玉
葉柴

の
戸と

や
さ
し
も
寂さ

び

し
き
深み

山や
ま

辺べ

の
月
吹ふ

く
風
に
さ
牡を

鹿し
か

の
声

右
申（

ま
う
し
て
い
は
く
）云

、
左
の
「
小を

篠ざ
ゝ

原は
ら

」
は
、
色
変か

は

ら
ぬ
物
な
れ
ば
、
枯か

れ
た
る
草
に

あ
ら
ず
や
。
左
申
云
、
篠さ

ゝ

は
草
也
。
冬
は
寒
け
れ
ば
、
寒
草
に
な
ど
か
詠よ

ま
ざ

ら
む
と
申

（
ま
う
す
）。

判
者
云
、
右
歌
あ
な
面お

も
し
ろ白

、
無
ク二

左
右
一
勝
ツ

と
定
メ

申
ス

。

【
校
異
】

35
葉
分
の
霜
は
︱
枯
て
の
霜
は
（
京
・
北
）

36
柴
の
と
や
︱
柴
の
戸
よ
（
京
・
北
）、
し柴

はの

し戸

とイ

や
（
刈
）

難
陳
・
判
詞
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左
の
を
さ

は
ら
は
︱
小
さ

原
は
（
彰
・
神
・
青
二
）、
左
を
さ

原
は
（
刈
）、

を
さ

は
ら
（
桑
・
中
一
・
中
二
・
松
）

あ
ら
す
や
︱
は
あ
ら
し
や
（
京
・
北
）、
あ
ら
す
と
申
（
内
・
青
一
）

さ

は
草
也
︱
さ

草
也
（
内
・
青
一
）、
さ

も
草
な
り
（
中
一
・
中
二
）、
さ
ら

は
草
や
（
神
）

冬
は
寒
け
れ
は
︱
又冬

は
イ

に
は
さ
む
け
れ
は
（
青
一
）・
又
に
は
さ
む
け
れ
は
（
内
）

寒
草
に
な
と
か
よ
ま
さ
ら
む
と
申
︱
寒
草
に
な
と
か
よ
ま
さ
ら
ん
（
宮
・
彰
・
桑
・

中
一
・
中
二
・
青
二
・
松
）、
寒
草
に
な
と
よ
ま
さ
ら
ん
（
神
）

右
歌
あ
な
お
も
し
ろ
︱
右
の
う
た
を
あ
な
お
も
し
ろ（
刈
）、右
歌
あ
な
お
も
し（
神
）、

右
歌
あ
な
面
白
や
（
桑
・
松
）、
右
あ
な
お
も
し
ろ
や
（
中
一
・
中
二
）、
右
歌
を

あ
な
お
も
し
ろ
（
北
）

無
左
右
勝
と
定
申
︱
無
左
右
為
勝
と
定
申
（
内
・
青
一
）

【
他
出
文
献
】

35　

夫
木
和
歌
抄　

冬　

六
五
九
四
（「
建
仁
元
年
十
首
歌
合
、
嵐
吹
寒
草
」）

36　

玉
葉
集　

秋
下　

六
九
八
（「
山
家
秋
月
と
い
へ
る
心
を
」）・
後
鳥
羽
院
御
集　

一
五
三
〇
（「
山
家
秋
月
」）・
三
百
六
十
番
歌
合　

秋　

三
四
一
・
題
林
愚
抄

四
一
九
三
（「
山
家
秋
月
」）

【
通
釈
】

十
八
番　
　
　

嵐
、
寒
草
を
吹
く
（
嵐
が
冬
の
枯
草
を
吹
く
）

　
　
　

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

釈
阿
（
俊
成
）

35　

小
篠
原
を
、
夜
半
に
吹
く
嵐
は
吹
き
払
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
な
お
、
篠
の
葉

の
一
枚
一
枚
毎
に
、
霜
は
結
ぶ
こ
と
だ
。

　
　
　

右　

勝　

山
家
の
秋
月
（
山
家
で
見
る
秋
の
月
）　　
女
房
（
後
鳥
羽
院
）

36
玉
葉

　

柴
の
戸
よ
、
そ
の
戸
を
鎖
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
も
寂
し
い
深
山
の
あ
た
り
の
、

月
を
吹
く
上
空
の
風
に
の
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
牡
鹿
の
声
よ
。

　

右
方
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
左
歌
の
「
小
篠
原
」
は
、（
常
緑
で
）
色
が
変

わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
枯
れ
た
草
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
左
方
が
申
し
ま

す
こ
と
に
は
、
篠
は
草
で
あ
る
。
冬
は
寒
い
の
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
「
寒
草
」
と

し
て
詠
ま
な
い
だ
ろ
う
か
（
当
然
詠
む
だ
ろ
う
）、
と
申
し
上
げ
る
。

　

判
者
が
言
う
こ
と
に
は
、
右
歌
は
、
あ
あ
と
て
も
面
白
い
、
い
う
ま
で
も
な
く

右
を
勝
と
定
め
申
し
上
げ
る
。

○
題
︱
十
八
番
は
左
右
の
題
が
異
な
る
。
35
は
「
嵐
吹
寒
草
」、
36
は
「
山
家
秋
月
」。

35○
小
篠
原
︱
篠
が
生
い
茂
っ
て
い
る
原
。
葉
に
置
く
露
、
霜
、
雪
や
、
ま
た
そ
こ
を
吹

く
風
や
嵐
な
ど
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
も
そ
れ
で
あ
る
。
風
に
つ

い
て
は

 

・
小
篠
原
玉
ぬ
く
露
を
み
る
を
り
は
し
ば
し
な
吹
き
そ
山
お
ろ
し
の
風
（「
露
」
永

胤　

丹
後
守
公
基
朝
臣
歌
合　

康
平
六
年　

九
）

が
早
い
例
で
あ
る
。
ま
た
霜
に
つ
い
て
は
、
次
の
例
が
初
出
例
で
あ
る
。

 

・
玉
ぼ
こ
や
朝
行
く
道
の
小
篠
原
わ
く
る
裳
裾
に
霜
降
り
に
け
り
（「
霜
」
肥
後　

堀
河
百
首　

九
二
六
）

な
お
、
述
懐
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
句
を
用
い
た
俊
成
歌
が
新
古
今
集
に
入
っ
て
い
る
。

 

・
小
篠
原
風
待
つ
露
の
消
え
や
ら
ず
こ
の
一
節
を
思
ひ
お
く
か
な
（「
病
限
り
に
覚

え
侍
り
け
る
時
、
定
家
朝
臣
中
将
転
任
の
こ
と
申
す
と
て
、
民
部
卿
範
光
も
と

に
つ
か
は
し
け
る
」
新
古
今
集　

雑
下　

一
八
二
二
）

○
夜
半
の
嵐
は
払
へ
ど
も
︱
夜
更
け
に
吹
く
強
い
荒
い
風
は
、（
霜
を
）
吹
き
払
う
け

れ
ど
も
、
の
意
。
嵐
は
強
く
吹
く
風
な
の
で
、「
払
ふ
」
と
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

 

・
月
影
の
澄
み
渡
る
か
な
天
の
原
雲
吹
き
払
ふ
夜
半
の
嵐
に
（「
永
承
四
年
内
裏
歌

合
に
」
大
納
言
経
信　

新
古
今
集　

秋
上　

四
一
一
・
金
葉
集
初
度
本　

秋　

二
五
八
）

 

・
も
み
ぢ
葉
の
散
り
つ
む
庭
も
み
る
べ
き
に
夜
半
の
嵐
の
吹
き
払
ふ
か
な
（「
落
葉
」

田
多
民
治
集　

八
八
）

○
葉
分
の
霜
は
猶
結
び
け
り
︱「
葉
分
の
霜
」は
、葉
の
一
枚
一
枚
に
置
く
霜
の
意
。「
葉

分
の
露
」
の
例
が
目
に
付
く
中
で
、「
葉
分
の
霜
」
の
初
例
は
、
源
氏
物
語
の
螢
兵

部
卿
宮
の
歌
で
あ
る
。

 

・
朝
日
さ
す
光
を
見
て
も
玉
篠
の
葉
分
の
霜
を
消
た
ず
も
あ
ら
な
む
（
藤
袴
巻　

四
〇
四
）

兵
部
卿
宮
は
、「
葉
分
の
霜
」
に
は
か
な
い
自
分
を
た
と
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ

の
語
は
、
定
家
に
よ
っ
て
本
歌
取
さ
れ
て
、
冬
の
歌
に
生
か
さ
れ
た
。

 

・
冬
き
て
は
一
よ
ふ
た
よ
を
玉
篠
の
葉
分
の
霜
の
と
こ
ろ
せ
き
ま
で
（「
冬
の
は
じ

め
の
歌
と
て
よ
め
る
」
千
載
集　

冬　

四
〇
〇
）

源
氏
物
語
歌
で
は
、
葉
分
の
霜
の
量
は
む
し
ろ
多
く
は
な
い
が
、
千
載
集
定
家
歌
に

お
い
て
は
、「
と
こ
ろ
せ
き
ま
で
」
に
び
っ
し
り
と
置
い
た
霜
と
し
て
詠
ま
れ
て
お
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り
、
35
番
歌
で
は
、
定
家
の
表
現
を
押
し
進
め
た
形
と
な
っ
て
い
る
。「
猶
」
は
、

そ
れ
で
も
や
は
り
、
そ
れ
で
も
も
と
の
と
お
り
、
の
意
。

▽
35
番
歌
は
、
嵐
が
払
っ
て
も
払
っ
て
も
な
お
霜
が
結
ぶ
、
と
い
う
厳
し
い
、
葛
藤
の

あ
る
風
景
を
詠
ん
で
お
り
、「
嵐
吹
寒
草
」
の
題
の
荒
涼
た
る
感
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

36○
柴
の
戸
や
︱
「
柴
の
戸
」
は
柴
で
作
っ
た
戸
の
意
か
ら
、
粗
末
な
草
庵
の
意
。
題
の

山
家
に
あ
た
る
。「
や
」
で
い
っ
た
ん
切
れ
、
二
句
以
下
に
続
く
。

○
さ
し
も
寂
し
き
深
山
辺
の
︱
「
さ
し
も
」
は
、
戸
を
「
鎖
し
」
の
意
に
、「
然
し
も
」

を
掛
け
る
。
深
山
辺
自
体
が
寂
し
い
場
所
で
あ
る
が
、
そ
こ
の
柴
の
庵
に
戸
を
鎖
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
上
な
く
寂
し
い
場
所
を
提
示
す
る
上
句
で
あ
る
。
三

句
末
「
の
」
は
、
詠
嘆
を
こ
め
て
こ
こ
で
い
っ
た
ん
切
れ
、
下
句
に
続
く
。

○
月
吹
く
風
︱
月
の
皓
々
と
照
る
上
空
を
風
が
吹
い
て
い
る
情
景
の
よ
く
浮
か
ぶ
感
覚

的
な
表
現
で
あ
る
。
あ
る
い
は
雲
が
風
に
飛
ば
さ
れ
て
い
る
風
景
も
浮
か
ぶ
。
こ
の

句
を
含
む
下
句
に
歌
の
中
心
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。こ
の
句
を
最
初
に
詠
ん
だ
の
は
、

静
空
で
あ
る
。

 

・
心
す
む
柴
の
か
り
屋
の
ね
覚
か
な
月
吹
く
風
に
ま
し
ら
な
く
な
り
（「
旅
」
御
室

五
十
首　

九
六
）

後
鳥
羽
院
は
、
36
番
歌
が
俊
成
に
絶
賛
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
二
度
ま
で
も
こ
の
句
を

使
っ
て
い
る
。

 

・
故
郷
の
月
吹
く
風
に
な
よ
竹
の
な
よ
り
あ
ひ
て
も
い
く
夜
へ
ぬ
ら
ん
（「
月
前
竹

風
」
仙
洞
句
題
五
十
首　

一
五
〇
）

 

・
浅
茅
生
の
月
吹
く
風
に
秋
た
け
て
ふ
る
里
人
は
衣
打
つ
な
り
（「
月
下
擣
衣
」
撰

歌
合　

建
仁
元
年
八
月
十
五
日　

二
七
）

○
さ
牡
鹿
の
声
︱
牡
鹿
の
妻
呼
ぶ
声
は
秋
の
哀
れ
を
知
ら
せ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て

き
た
。
月
と
鹿
の
声
が
と
も
に
詠
ま
れ
た
例
も
多
い
。

 

・
思
ふ
こ
と
有
明
が
た
の
月
影
に
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
さ
牡
鹿
の
声
（「
暁
鳴
鹿
と
い

へ
る
事
を
よ
め
る
」
皇
后
宮
右
衛
門
佐　

金
葉
集
初
度
本　

秋　

三
二
四
）

 

・
た
ぐ
ひ
な
き
心
ち
こ
そ
す
れ
秋
の
夜
の
月
澄
む
峰
の
さ
牡
鹿
の
声
（「
月
前
鹿
」

山
家
集　

秋　

三
九
七
）

 

・
ね
覚
の
み
す
ず
の
し
の
や
に
聞
ゆ
な
り
月
に
妻
ど
ふ
さ
牡
鹿
の
声
（
後
鳥
羽
院
仙

洞
句
題
五
十
首　

二
一
〇
）

ま
た
、
鹿
の
声
が
風
に
の
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
発
想
の
歌
も
、
千
載
〜
新
古

今
時
代
以
降
に
多
数
詠
ま
れ
て
お
り
、
36
番
歌
も
一
例
で
あ
る
。

 

・
尾
上
よ
り
門
田
に
通
ふ
秋
風
に
稲
葉
を
わ
た
る
さ
牡
鹿
の
声
（
寂
蓮　

千
載
集　

秋
下　

三
二
五
）

 

・
た
ぐ
へ
く
る
松
の
嵐
や
た
ゆ
む
ら
ん
尾
上
に
か
へ
る
さ
牡
鹿
の
声
（「
百
首
歌
よ

み
侍
り
け
る
に
」
良
経　

新
古
今
集　

秋
下　

四
四
四
・
後
京
極
殿
御
自
歌
合

建
久
九
年
）

こ
こ
で
は
右
の
両
趣
向
を
統
合
し
、
凝
縮
し
て
、
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。

難
陳
・
判
詞

○
あ
な
面
白
︱
あ
あ
、
趣
が
あ
る
な
あ
、
の
意
。
面
白
し
は
、「
心
が
た
の
し
み
、
な

ぐ
さ
め
ら
れ
る
さ
ま
を
言
う
の
が
本
義
で
あ
り
、
や
が
て
興
味
が
あ
る
、
趣
が
あ
る
、

さ
ら
に
一
風
変
わ
っ
て
い
る
な
ど
の
意
に
転
義
す
る
」（
和
歌
大
辞
典　

明
治
書
院
）。

こ
こ
で
は
、
36
番
歌
の
特
に
下
句
の
「
月
吹
く
風
に
さ
牡
鹿
の
声
」
と
い
う
気
の
利

い
た
表
現
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
あ
な
」
と
い
う
感
動
詞
（
あ

る
い
は
感
動
詞
と
し
て
の
「
あ
は
れ
」）
が
判
詞
内
に
現
れ
る
の
は
珍
し
く
、
俊
成

の
自
在
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

▽
上
句
は
、
深
山
の
「
山
家
」
の
こ
の
上
な
く
寂
し
い
様
子
、
そ
れ
に
対
し
て
下
句
は

そ
こ
で
こ
そ
味
わ
え
る
「
秋
月
」
の
面
白
き
風
情
で
あ
る
。

▽
難
陳
の
応
酬
は
、「
寒
草
」
の
解
釈
に
関
わ
り
、
篠
を
寒
草
と
し
う
る
か
ど
う
か
を

論
じ
て
い
る
。
右
が
篠
は
常
緑
だ
か
ら
枯
草
に
は
当
た
ら
ず
と
難
じ
た
の
に
対
し
て
、

左
は
篠
は
草
で
あ
り
、
寒
い
冬
な
の
だ
か
ら
、
寒
草
に
当
た
る
と
陳
じ
て
い
る
。

　
「
寒
草
」
題
の
歌
の
用
例
を
見
る
と
、
確
か
に
、
荻
、
葛
、
蓬
、
葦
、
萩
な
ど
さ
ま

ざ
ま
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
篠
の
例
は
無
く
、
難
は
当
た
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
冬
草
の
用
例
で
あ
る
が
、
堀
河
百
首
に
次
の
歌
が
あ
り
、
俊
成
の
脳
裏
に
こ
の

歌
が
あ
っ
た
可
能
性
は
否
め
な
い
。

 

・
冬
草
と
み
え
し
春い

り
イ

野
の
小
篠
原
や
よ
ひ
の
雨
に
深
緑
な
る
（「
春
雨
」
仲
実　

一　

六
七
）

と
も
あ
れ
、
俊
成
は
自
歌
に
つ
い
て
、
事
の
是
非
は
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
で
、
対
す

る
院
の
歌
を
「
あ
な
面
白
」
と
絶
賛
し
て
、
勝
負
を
決
め
た
。
こ
の
あ
た
り
の
俊
成
の

捌
き
ぶ
り
は
老
練
で
あ
る
。

十
九
番　
　
　

嵐
吹
寒
草
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左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
季

37　

山
（
や
ま
お
ろ
し
）

颪
に
枯か

れ

野
の
真ま

葛く
ず

う
ち
な
び
き
霜
に
恨
み
や
結
び
果は

つ
ら
ん

右　
　

山
家
秋
月　
　
　
　
　
　

雅
経

38　

よ
そ
に
見み

し
雲
よ
り
奥
に
宿
し
め
て
梢
に
出い

づ

る
山
の
端は

の
月

右
申（

ま
う
し
て
い
は
く
）云

、
葛
の
葉
の
恨う

ら

み
な
ど
は
、
枯
果は

て
ぬ
折
に
や
読

（
よ
む
）べ

か
ら
ん
。

判
者
云
、
い
づ
れ
も
無
シ二

殊
ナ
ル

事
一
。
為
スレ

持
ト

。

【
校
異
】

37
か
れ
野
の
ま
く
す
︱
秋
野

ま
く
す
（
神
）

38
雲
よ
り
奥
に
︱
雲
よ
り
を
ち
に
（
内
・
青
一
）、
松陰か
ねイの
（
刈
）

難
陳
・
判
詞

葛
の
葉
の
う
ら
み
な
と
は
︱
葛
の
恨
な
と
は
（
京
・
北
）、く
す
の
は
の
う
ら
み
（
彰
・

神
・
青
二
）、
く
す
の
葉
の
恨
な
と
（
桑
・
中
一
・
中
二
・
松
）

枯
は
て
ぬ
︱
秋
は
て
ぬ
（
神
）

折
に
や
読
へ
か
ら
ん
︱
思
ひ
や
よ
む
へ
か
ら
ん
（
宮
）、
折
や
よ
む
へ
か
ら
ん
（
京
・

刈
・
北
）、
お
り
に
や
読
虫
損
（
彰
）、
を
も
や
よ
む
へ
か
ら
ん
（
内
・
青
一
）

為
持
︱
為
勝
（
神
・
中
一
・
中
二
）

【
他
出
文
献
】

38　

明
日
香
井
和
歌
集　

一
〇
五
八
（「
新
宮
撰
歌
合　

山
家
秋
月
」
第
二
、三
句　
「
雲

よ
り
く
も
に
宿
と
め
て
」）

【
通
釈
】

十
九
番　
　
　

嵐
、
寒
草
を
吹
く
（
嵐
が
冬
の
枯
草
を
吹
く
）

左　

持　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
季

37　

山
お
ろ
し
の
風
に
枯
野
の
真
葛
は
靡
い
て
、
霜
と
し
て
恨
み
を
結
ん
で
し
ま
う
の

だ
ろ
う
か
。

右　
　

山
家
の
秋
月
（
山
家
で
見
る
秋
の
月
）　

雅
経

38　

よ
そ
事
の
よ
う
に
か
け
離
れ
た
も
の
と
見
て
い
た
雲
が
か
か
る
所
よ
り
ま
だ
奥
に

居
場
所
を
定
め
て
い
る
と
、（
木
々
の
）
梢
の
と
こ
ろ
に
出
て
く
る
山
の
端
の
月
で

あ
る
こ
と
よ
。

　

右
方
が
申
し
上
げ
る
こ
と
に
は
、葛
の
葉
の
恨
み
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、（
葛
が
）

す
っ
か
り
枯
れ
て
し
ま
わ
な
い
時
に
詠
む
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

判
者
が
言
う
こ
と
に
は
、
い
づ
れ
も
、
特
に
と
り
た
て
て
言
う
べ
き
こ
と
も
無

い
。
引
き
分
け
と
す
る
。

○
題
︱
左
右
異
題
。
左
は
「
嵐
吹
寒
草
」、
右
は
「
山
家
秋
月
」。

37○
山
颪
︱
山
か
ら
吹
き
お
ろ
す
風
。

○
枯
野
の
真
葛—

葛
は
、
山
野
に
自
生
す
る
マ
メ
科
の
多
年
生
蔓
草
。
秋
の
七
草
の
一

つ
。
真
葛
は
葛
の
美
称
。
よ
く
繁
茂
す
る
有
用
な
植
物
で
万
葉
集
か
ら
さ
ま
ざ
ま
に

詠
ま
れ
て
い
る
。
王
朝
和
歌
に
お
い
て
は
、
風
に
翻
っ
て
白
い
裏
を
見
せ
る
葛
の
葉

が
印
象
的
な
の
で
、「
裏
見
︱
恨
み
」「
秋
︱
飽
き
」
な
ど
の
掛
詞
と
と
も
に
詠
ま
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

 

・
秋

秋
︱
飽
き風

の
吹
き
う
ら
が
へ
す
葛
の
葉
の
う裏

見
︱
恨
み

ら
み
て
も
猶
恨
め
し
き
か
な
（
平
貞　
　

　

文　

古
今
集　

恋
五　

八
二
三
）

 

・
我
か
ら
と
思
ひ
知
れ
ど
も
真
葛
原
返
す
返
す
ぞ
う裏

見
︱
恨
み

ら
み
ら
れ
け
る
（
紀
伊　

堀　

　

河
百
首　

恋　

一
二
七
九
）

37
番
歌
で
も
「
恨
み
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。「
枯
野
の
真
葛
」
は
こ
の
歌
が
初
出
。

葛
も
枯
れ
て
し
ま
え
ば
、
葉
裏
の
白
さ
は
目
立
つ
も
の
で
は
な
く
な
る
。
右
方
が

「
葛
の
葉
の
恨
み
な
ど
は
、
枯
果
て
ぬ
折
に
や
読
べ
か
ら
ん
」
と
難
じ
た
の
も
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

「
枯
野
の
真
葛
」
の
句
は
、
後
に

 

・
日
影
さ
す
枯
野
の
真
葛
霜
と
け
て
す
ぎ
に
し
秋
に
か
へ
る
露
か
な
（「
冬
歌
の
中

に
」
中
務
卿
親
王　

続
古
今
集　

冬　

五
九
三
）

な
ど
と
使
わ
れ
て
い
る
。

○
霜
に
恨
み
や
結
び
果
つ
ら
ん
︱
霜
が
「
結
ぶ
」
こ
と
と
、
恨
み
を
形
づ
く
る
こ
と
を

重
ね
て
表
現
し
て
い
る
。
秋
に
葛
の
葉
が
白
い
裏
を
見
せ
て
恨
み
の
感
情
を
見
せ
て

い
た
の
が
、
冬
に
な
っ
て
、
最
後
は
、
白
い
霜
と
し
て
恨
み
を
結
実
さ
せ
る
の
だ
ろ

う
か
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

38○
よ
そ
に
見
し
︱
「
雲
」
に
か
か
る
。
雲
は
か
け
離
れ
た
遠
く
に
か
か
る
も
の
で
あ
る

こ
と
と
同
時
に
、
そ
の
雲
を
自
分
と
無
関
係
な
も
の
と
思
っ
て
見
て
い
た
、
と
い
う

こ
と
を
「
よ
そ
に
」
は
表
し
て
い
る
。

 

・
よ
そ
に
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
葛
城
や
高
間
の
山
の
嶺
の
白
雲
（
よ
み
人
し
ら
ず

　

新
古
今
集　

恋
一　

九
九
〇
）

こ
れ
は
、
恋
の
相
手
を
白
雲
に
た
と
え
て
、
右
の
二
つ
の
意
味
を
掛
詞
と
し
て
い
る
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も
の
で
、
参
考
に
な
る
。
38
番
歌
で
は
、
今
ま
で
は
高
い
山
に
か
か
る
雲
を
た
だ
遠

く
に
あ
っ
て
自
分
と
は
無
関
係
な
も
の
と
見
て
い
た
の
だ
が
、
今
は
、
そ
の
雲
の
近

く
、
ま
だ
そ
の
奥
の
か
け
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、「
宿
し
め
」
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
あ
る
。

○
雲
よ
り
奥
︱
山
奥
の
山
家
の
あ
る
場
所
。
隠
者
が
住
む
所
。
こ
の
句
は
、
次
の
守
覚

法
親
王
歌
が
初
出
例
で
、
同
様
の
隠
者
の
住
む
場
所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

 

・
山
深
く
な
る
る
心
の
い
か
に
又
雲
よ
り
奥
に
宿
も
と
む
ら
ん
（「
山
家
」
守
覚
法

親
王　

正
治
初
度
百
首　

三
九
二
）

○
宿
し
め
て
︱
住
ま
い
と
し
て
定
め
て
、
の
意
。

 

・
ま
だ
し
ら
ぬ
山
の
あ
な
た
に
宿
し
め
て
浮
世
へ
だ
つ
る
雲
か
と
も
み
ん
（
拾
遺
愚

草　

雑　

四
八
六　

早
率
露
胆
百
首　

文
治
五
年
）

○
梢
に
出
る
山
の
端
の
月
︱
梢
は
、
山
家
の
周
辺
に
あ
る
木
々
の
梢
で
あ
る
。「
よ
そ

に
見
し
」時
は
、「
山
の
端
」に
出
て
い
た
月
が
、雲
よ
り
奥
に
住
ま
い
す
る
今
は「
梢
」

に
出
る
と
い
う
意
。

二
十
番　
　
　

嵐
吹
寒
草

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前

39　

さ
ら
に
又
秋
に
も
か
へ
す
嵐あ

ら
し

か
な
霜
枯が

れ
果は

つ
る
荻
の
下し

た

葉
を

右　

勝　

湖
上
暁
霧　
　
　
　
　

前
権
僧
正

40　

薄う
す

霧
の
汀

（
み
ぎ
は
）を

こ
む
る
有
明
の
月
に
う
ら
あ
る
志し

賀が

の
辛か

ら

崎さ
き

右
申（

ま
う
し
て
い
は
く
）云

、「
荻
の
下
葉
」
を
「
秋
に
も
か
へ
す
」
と
は
、い
か
に
詠よ

め
る
に
か
。

左
申
云
、
あ
は
れ
を
又
か
へ
す
な
り
。

判
者
云
、「
薄う

す

霧
」
す
こ
し
耳
に
立た

て
ど
も
、
歌
の
さ
ま（

よ
ろ
し
）

宜
。
仍
リ
テ

為
スレ

勝
ト

。

【
校
異
】

39
秋
に
も
か
へ
す
︱
秋
に
も
か
へ
るす

イ

（
刈
）

荻
の
し
た
葉
を
︱
荻
の
しう

は
イた

は
を
（
宮
）

40
汀
を
こ
む
る
︱
汀
を
わこ

む
る
イ

く
る
（
宮
）

有
明
の
︱
有
明
はの

イ

（
宮
）、
在
明
は
（
京
・
北
・
内
・
神
・
桑
・
中
一
・
中
二
・
青
一
・

　

青
二
・
松
）

月
に
う
ら
あ
る
︱
月
に
う
ら
あむ

る
イる

（
宮
）

難
陳
・
判
詞

荻
の
下
葉
を
︱
荻
の
下上

イ

葉
を
（
宮
）、お
き
の
は
を
（
内
・
青
一
）、萩
の
下
葉
を
（
神
）

秋
に
も
か
へ
す
と
は
︱
秋
に
か
へ
す
と
は
（
宮
・
京
・
北
）、
秋
に
か
へ
す
と
（
内
・

青
一
）

い
か
に
よ
め
る
に
か
︱
い
か

よ
め
る
に
か
（
内
・
青
一
）

あ
は
れ
を
又
か
へ
す
な
り
︱
あ
は
れ
を
か
へ
す
な
り
（
宮
・
刈
・
内
・
青
一
・
京
・
北
）

う
す
霧
す
こ
し
耳
に
た
て
と
も
︱
う
す
き
り
す
こ
し
み

に
た
て
と
（
宮
・
刈
・
京
・

北
）、
う
す
霧
の
霧
少
耳
に
た
て
と
も
（
青
一
）

歌
の
さ
ま
宜
︱
歌
さ
ま
よ
ろ
し
（
京 

・
中
一
・
中
二
・
松
）、
歌
様
宜
（
内
・
青
一
）

歌
さ
ま
お
ろ
し
（
桑
）

仍
為
勝
︱
仍右為
勝
（
青
一
）、
仍
為
と
す
（
桑
）

【
他
出
文
献
】

40　

三
百
六
十
番
歌
合　

秋　

三
九
四

【
通
釈
】

二
十
番　
　
　

嵐
、
寒
草
を
吹
く
（
嵐
が
冬
の
枯
草
を
吹
く
）

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前

39　

も
う
一
度
ま
た
、
秋
の
哀
れ
な
風
情
に
返
す
嵐
で
あ
る
よ
。
す
っ
か
り
霜
枯
れ
て

し
ま
っ
た
荻
の
下
葉
を
（
風
の
音
を
た
て
て
）。

右　

勝　

湖
上
の
暁
霧
（
湖
の
上
に
か
か
る
暁
の
霧
）　

前
権
僧
正
（
慈
円
）

40　

薄
霧
が
湖
の
汀
に
立
ち
こ
め
る
（
有
明
の
月
の
こ
ろ
の
）
明
け
方
は
、
有
明
の
月

に
思
い
の
こ
も
る
志
賀
の
辛
崎
で
あ
る
こ
と
よ
。

　

右
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、「
荻
の
下
葉
」
を
「
秋
に
も
か
へ
す
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
様
子
と
し
て
詠
ん
で
い
る
の
か
。
左
方
が
申
し
ま
す
こ
と
に
は
、
そ
れ

は
「
あ
は
れ
」
を
再
び
返
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

判
者
が
言
う
こ
と
に
は
、（
右
歌
は
）「
薄
霧
」
が
少
々
耳
障
り
だ
け
れ
ど
も
、

歌
の
様
が
結
構
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
右
を
勝
と
す
る
。

○
題
︱
39
は
「
嵐
吹
寒
草
」、
40
は
「
湖
上
暁
霧
」、
題
の
異
な
る
一
番
。

39○
秋
に
も
か
へ
す
︱
嵐
が
冬
の
荻
の
様
子
を
秋
に
返
す
、
と
い
う
こ
と
で
、
秋
の
荻
の

哀
れ
を
再
び
蘇
ら
せ
る
こ
と
を
詠
む
か
。
こ
の
句
の
前
例
は
定
家
の
一
首
の
み
で
あ

る
。

 

・
花
を
思
ふ
心
に
や
ど
る
真
葛
原
秋
に
も
か
へ
す
風
の
音
か
な
（「
花
」
拾
遺
愚
草
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六
四
七　

花
月
百
首　

建
久
九
年
）

こ
れ
は
、「
真
葛
原
」
と
「
返
す
」
の
縁
語
関
係
（
風
が
葛
の
葉
裏
を
返
す
こ
と
か

ら
裏
見
︱
恨
み
の
掛
詞
を
引
き
出
す
）
を
踏
ま
え
て
、
風
が
秋
を
思
い
出
さ
せ
る
こ

と
を
「
秋
に
も
か
へ
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

39
番
で
は
、
こ
の
句
の
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
、「
い
か
に
詠
め
る
に
か
」

と
右
方
か
ら
質
問
が
出
て
い
る
。
左
方
は
「
あ
は
れ
を
又
か
へ
す
な
り
」
と
答
え
て

い
る
。
荻
に
吹
く
風
の
音
は
、秋
の「
あ
は
れ
」を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

 

・
荻
の
葉
を
な
び
か
す
風
の
音
聞
け
ば
あ
は
れ
身
に
し
む
秋
の
夕
暮
（「
秋
」
相
模

集　

五
四
八
）

 

・
い
と
ど
し
く
物
の
か
な
し
き
夕
暮
に
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
荻
の
上
風
（「
荻
」
永
縁

　

堀
河
百
首　

六
八
四
）

○
霜
枯
れ
果
つ
る
荻
の
下
葉
︱
霜
の
た
め
に
す
っ
か
り
枯
れ
て
し
ま
っ
た
荻
の
下
葉
、

の
意
。
霜
枯
れ
の
荻
を
風
の
音
と
あ
わ
せ
て
詠
ん
だ
歌
を
挙
げ
て
お
く
。

 

・
霜
枯
れ
は
侘
し
か
り
け
り
秋
風
の
吹
く
に
は
荻
の
お
と
づ
れ
も
し
き
（「
雨
風
激

し
き
日
し
も
訪
れ
給
は
ね
ば
、
聞
こ
え
さ
す
る
」
和
泉
式
部
集　

四
〇
六
）　

　

こ
れ
は
、
裏
に
恋
の
相
手
の
音
信
の
無
い
状
態
を
「
霜
枯
れ
」
に
た
と
え
て
、
荻

の
風
の
音
が
し
な
い
状
態
を
詠
ん
で
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
荻
の
葉
音

の
季
節
は
第
一
に
は
秋
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
古
今
時
代
に
な
る
と
、
冬
の
霜

枯
れ
の
荻
の
音
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

 

・
霜
枯
れ
て
も
ろ
く
砕
く
る
荻
の
葉
を
荒
く
わ
く
な
る
風
の
音
か
な
（「
枯
野
草
」

山
家
集　

五
〇
九
）

 

・
霜
枯
れ
の
荻
の
葉
さ
や
ぎ
霰
ふ
り
告
げ
が
ほ
に
て
ぞ
冬0

は
来
に
け
る
（
守
覚
法
親

王　

御
室
五
十
首　

三
二
）

 

・
秋
に
又
吹
き
か
は
り
ぬ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

風
の
音
も
猶
霜
枯
れ
の
荻
の
上
葉
に
（「
冬
」
慈
円　

正
治
初
度
百
首　

六
五
九
）

「
秋
に
も
か
へ
す
」
へ
の
疑
問
も
、
こ
の
よ
う
な
冬
の
荻
の
音
が
詠
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
故
に
出
て
く
る
の
で
も
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
荻
風
は
、「
上
風
」「
上
葉
（
に
吹
く
風
）」
と
詠
む
例
が
、「
下
風
」「
下

葉
（
に
吹
く
風
）」
と
詠
む
例
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
荻
の
下
葉
の
風
は
、

夏
の
終
り
に
し
の
び
に
通
う
秋
風
と
し
て
詠
ま
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。こ
の
歌
で
、

「
下
葉
」
が
撰
ば
れ
て
い
る
の
は
、「
霜
枯
れ
果
つ
る

0

0

0

」
と
響
き
あ
っ
て
、
荻
が
す
で

に
無
惨
な
さ
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

40○
薄
霧
の
汀
を
こ
む
る
有
明
︱
薄
霧
が
湖
の
汀
を
覆
っ
て
立
ち
こ
め
て
い
る
夜
明
け

方
、
の
意
。
三
句
「
有
明
の
」
は
他
本
で
は
「
有
明
は
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
方

が
、
下
句
と
の
格
関
係
が
わ
か
り
や
す
い
。
底
本
の
よ
う
に
「
の
」
で
あ
っ
て
も
、

ま
ず
は
詠
嘆
性
の
「
の
」
と
し
て
三
句
末
で
い
っ
た
ん
切
れ
、
そ
の
上
で
「
有
明
の

月
」
と
下
句
へ
か
か
っ
て
ゆ
く
と
い
う
、
句
の
切
続
き
と
な
る
。

○
月
に
う
ら
あ
る
︱
有
明
の
月
で
あ
る
。
夜
明
け
前
の
、
十
六
夜
以
降
の
月
で
あ
る
。

「
う
ら
」
は
心
の
意
で
、「
う
ら
も
な
し
」（
な
に
げ
な
い
様
子
だ
、
無
心
だ
、
く
っ

た
く
な
い
）
と
い
う
慣
用
的
表
現
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
新
古
今
時
代
に
は
「
う
ら

（
心
）」
に
「
裏
」
を
掛
け
た
上
で
、「
う
ら
あ
る
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

 

・
萩
が
枝
の
露
に
心
の
む
す
ぼ
れ
て
袖
に
う裏

︱
心ら

有
る
秋
の
夕
暮
（「
中
宮
月
次
の
御

屏
風
に
、
草
花
の
歌
と
て
」
円
位
法
師　

玄
玉
集　

六
四
九
）

 

・
も
み
ぢ
吹
く
風
の
た
よ
り
に
月
落
ち
て
霜
に
う裏

︱
心ら

あ
る
庭
の
面
か
な
（
慈
円　

拾

玉
集　

五
四
一
四　

建
久
四
年
）

 

・
聞
く
に
さ
へ
涙
ぞ
こ
ぼ
る
木
の
葉
落
ち
て
霜
に
う裏

︱
心ら

あ
る
庭
の
月
影
（
俊
成　

拾

玉
集　

五
四
二
四　

建
久
四
年
）

 

・
返
す
と
も
雲
の
衣
は
う裏

︱
心ら

も
あ
ら
じ
一
夜
夢
か
せ
木
枯
の
風
（「
旅
宿
」
壬
二
集

　

一
九
〇
九
）

40
番
歌
は
、「
浦
」
の
意
味
を
志
賀
の
縁
語
と
し
て
響
か
せ
つ
つ
、月
に
風
情
が
あ
る
、

月
に
情
趣
を
覚
え
る
、
と
い
っ
た
意
味
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
志
賀
の
唐
崎
︱
近
江
国
歌
枕
。
現
在
の
滋
賀
県
大
津
市
唐
崎
、唐
崎
神
社
の
あ
た
り
。

２
番
歌
注
参
照
。
唐
崎
と
月
に
霧
を
取
り
合
わ
せ
た
歌
と
し
て
は
、
新
古
今
時
代
ま

で
に
は
40
番
歌
以
外
に
は
鳥
羽
院
に
例
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

 

・
さ
ざ
波
や
志
賀
の
浦
わ
に
霧
は
れ
て
月
す
み
わ
た
る
唐
崎
の
浜
（「
水
上
月
と
い

へ
る
こ
と
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
」
鳥
羽
院
御
製　

続
後
拾
遺
集　

秋
下　

三
三
七
）

し
か
し
、
こ
れ
は
「
霧
は
れ
て
」
と
あ
る
例
で
あ
り
、
霧
が
た
ち
こ
め
て
い
る
40
番

歌
と
は
異
な
る
。

▽
判
者
俊
成
は
「
薄
霧
す
こ
し
耳
に
た
て
ど
も
」
と
言
っ
て
い
る
。「
耳
に
た
つ
」
は
、

歌
評
用
語
で
、
耳
障
り
で
あ
る
と
い
う
否
定
的
評
価
の
語
で
あ
る
。、
六
百
番
歌
合
で
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家
隆
の

 
・
煙
た
つ
賤
の
庵
か
薄
霧
の
籬
に
咲
け
る
夕
顔
の
花
（
二
七
〇
）

に
つ
い
て
、「
左
方
申
云
、
い
ほ
り
か
薄
霧
、
耳
に
た
つ
」
と
難
陳
が
あ
っ
た
の
に
対

し
て
、
俊
成
は
「
判
云
、
…
…
右
、
薄
霧
、
共
尤
不
宜
」
と
し
て
い
る
。
左
方
が
詞
続

き
に
関
し
て
難
じ
て
い
る
か
と
も
見
ら
れ
る
に
対
し
て
、
俊
成
判
は
、
40
番
歌
に
対
す

る
と
同
様
に
、「
薄
霧
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
「
不
宜
」
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

新
大
系
『
六
百
番
歌
合
』
脚
注
は
、
そ
の
「
理
由
は
不
明
」
と
し
て
い
る
。
俊
成
は
、

後
京
極
殿
御
自
歌
合
の

 

・
ゆ
く
舟
の
跡
の
白
な
み
き
え
つ
き
て
薄
霧
残
る
須
磨
の
明
ぼ
の
（「
海
路
秋
望
」

一
六
一
）

に
つ
い
て
は
、負
と
し
て
い
る
も
の
の
「
薄
霧
」
の
語
を
難
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
薄
霧
」
の
語
は
、
後
に
新
古
今
集
に
も
入
る
久
安
百
首
の
清
輔
歌
が
初
出
の
、
比
較

的
新
し
い
表
現
で
あ
る
。

 

・
薄
霧
の
籬
の
花
の
朝
じ
め
り
秋
は
夕
べ
と
誰
か
い
ひ
け
む
（「
崇
徳
院
に
百
首
歌
た

て
ま
つ
り
け
る
時
」
新
古
今
集　

秋
上　

三
四
〇
）

こ
れ
は
籬
の
花
を
透
か
し
て
み
せ
る
霧
を
「
薄
霧
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
耳
に
た
つ
詞
の
め
づ
ら
し
き
は
、
な
が
こ
と
ば
に
て
候
は
ぬ
と
も
、
二
字
三
字
も
あ

ま
た
よ
み
つ
れ
ば
、
あ
さ
ま
し
き
事
に
て
候
」（
毎
月
抄
）
な
ど
と
も
あ
る
の
を
勘
案

す
れ
ば
、「
薄
霧
」
が
ま
だ
歌
語
と
し
て
珍
し
い
語
で
あ
り
、
か
つ
一
首
の
中
で
、
そ

の
必
然
性
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
に
「
耳
に
立
つ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

二
十
一
番　
　

嵐
吹
寒
草

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
大
臣

41　

木
の
葉
散ち

り
て
後

（
の
ち
）は

む
な
し
き
外と

山や
ま

よ
り
枯か

れ

野
の
草
に
嵐
落お

つ
也

右　

勝　

湖
上
暁
霧　
　
　
　
　

女
房

42
新
続
古

志し

賀が

の
浦
や
に
ほ
て
る
沖
には

イ

霧
こ
め
て
秋
も
お
ぼ
ろ
の
有
明
の
月

左
右
未
レ
申
サ

先
に
、
判
者
云
、
右
歌
、
殊
ニ

以
テ

染
ム二

心
肝
ニ一

。
左
又
いゆ

う
な
り

と
い
へ
ど
も
、
尚
、
以
テレ

右
ヲ

為
スレ

勝
ト

よ
し
申
スレ

之
ヲ

。

【
校
異
】

41
か
れ
野
の
草
に
︱
枯
野
の
原
に
（
神
）

42
に
ほ
て
る
沖
には

イ

︱
に
ほ
て
る
奥
に
（
宮
・
彰
・
刈
・
神
・
桑
・
中
一
・
中
二
・
青
二
・

松
）、
に
ほ
て
る
月
に
（
京
・
北
）、
に
ほ
て
る
お
き
を
（
内
・
青
一
）

難
陳
・
判
詞 

左
右
未
申
先
に
︱
左
右
い
ま
た
ま
う
さ
さ
る
以
前
（
宮
・
刈
・
内
・
青
一
）

殊
以
染
心
肝
︱
こ
と
に
染
心
肝
（
宮
・
京
・
彰
・
内
・
神
・
桑
・
中
一
・
中
二
・
北
・

青
一
・
青
二
・
松
）、
殊
染 

虫
損
（
刈
）

ゆ
う
な
り
と
い
へ
と
も
︱
雖
優
（
刈
）、
無
難
優
（
内
・
青
一
）

尚
以
右
為
勝
よ
し
申
之
︱
以
右
為
勝
由
申
之
（
彰
）、尚
以
右
為
勝
よ
り
申
也
（
神
）、

猶
以
右
為
勝
由
申
（
桑
・
中
一
・
中
二
・
松
）

【
他
出
文
献
】

41　

秋
篠
月
清
集　

一
二
七
二
（「
院
撰
歌
合
十
首
内
、
嵐
吹
寒
草
」）

42　

新
続
古
今
集　

秋
下　

五
四
九
（「
建
仁
元
年
三
月
尽
歌
合
に
、
湖
上
暁
霧
と
い

ふ
事
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
」
第
二
句
「
に
ほ
て
る
お
き
は
」）・
後
鳥
羽
院
御
集　

一
五
三
一
（「
湖
上
暁
霧
」
第
二
句
「
に
ほ
て
る
沖
は
」）・
三
百
六
十
番
歌
合　

秋　

三
六
一
・
夫
木
和
歌
抄　

雑
五　

一
〇
六
一
三
（「
に
ほ
て
る
お
き　

建
仁
元
年
十

首
歌
合
、
湖
上
暁
霧
」）

【
通
釈
】

二
十
一
番　
　

嵐
、
寒
草
を
吹
く
（
嵐
が
冬
の
枯
草
を
吹
く
）

左　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
大
臣
（
良
経
）

41　

木
の
葉
が
散
っ
て
し
ま
っ
て
、
そ
の
後
は
何
も
な
い
外
山
か
ら
、（
麓
の
）
枯
野

の
草
に
嵐
が
（
落
ち
る
よ
う
に
激
し
く
）
吹
き
お
ろ
し
て
く
る
音
が
す
る
こ
と
だ
。

右　

勝　

湖
上
の
暁
霧
（
湖
の
上
に
か
か
る
暁
の
霧
）
女
房
（
後
鳥
羽
院
）

42　

志
賀
の
浦
よ
。
鳰
の
海
が
匂
う
よ
う
に
光
り
を
放
っ
て
い
る
沖
は
、
霧
が
立
ち
こ

め
て
い
て
、（
春
の
み
な
ら
ず
）
秋
も
ま
た
お
ぼ
ろ
な
有
明
の
月
で
あ
る
よ
。

　

左
右
の
方
人
が
ま
だ
何
も
申
し
上
げ
な
い
先
に
、
判
者
が
言
う
こ
と
に
は
、
右

の
歌
は
、
特
に
心
に
染
み
る
。
左
も
又
優
美
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
、
右
を

以
て
勝
と
す
る
よ
し
を
申
し
上
げ
る
。

○
題
︱
41
は
「
嵐
吹
寒
草
」、
42
は
「
湖
上
暁
霧
」
で
左
右
異
題
。

41○
木
の
葉
散
り
て
後
は
む
な
し
き
外
山
よ
り
︱
木
の
葉
は
外
山
の
木
々
の
も
の
。嵐
は
、
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そ
れ
を
散
ら
し
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。
木
の
葉
が
散
っ
て
し
ま
っ
て
後
は
、
吹
き
散

ら
す
も
の
と
て
何
も
な
い
外
山
か
ら
、
の
意
。
外
山
は
深
山
奥
山
に
対
し
て
、
人
里

近
い
、
端
の
山
を
い
う
。
下
句
の
枯
野
に
続
く
位
置
に
あ
る
山
。「
む
な
し
き
」
は
、

嵐
の
吹
き
散
ら
す
べ
き
木
の
葉
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

○
嵐
落
つ
也
︱
嵐
が
吹
き
下
ろ
す
音
が
聞
こ
え
る
、
の
意
。「
嵐
落
」
と
い
う
漢
語
は

見
あ
た
ら
な
い
が
、「
風
落
」（
26
番
歌
参
照
）
か
ら
の
類
推
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現

が
生
ま
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
風
落
は
、
漢
語
と
し
て
の
本
来
の
意
味
は
風
が
鎮

ま
る
こ
と
で
あ
る
が
、
和
歌
で
は
26
番
歌
の
よ
う
に
風
が
上
か
ら
下
に
吹
き
下
ろ
す

こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。「
嵐
落
つ
」
も
同
様
に
、
強
い
風
が
吹
き
下
ろ

す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
も
、
外
山
か
ら
枯
野
へ
吹
き
下
ろ
す

強
い
山
颪
の
風
を
表
現
す
る
。
こ
の
句
は
良
経
に
は
も
う
一
例
あ
る
。

 

・
打
靡
く
岩
本
小
す
げ
玉
散
り
て
嵐
も
落
つ
る
山
川
の
水
（「
水
風
」
秋
篠
月
清
集

　

一
一
八
五
）

　

ま
た
、
本
歌
合
と
同
年
十
二
月
の
石
清
水
社
歌
合
で
、
秀
能
が

・
高
円
の
野
路
の
篠
原
行
き
く
ら
し
か
た
し
く
袖
に
嵐
落
つ
な
り
（
三
〇
）

　

と
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
後
に
も
数
例
見
ら
れ
る
。

 

・
霜
を
ま
つ
軒
ば
の
紅
葉
ま
だ
ち
ら
で
あ
ら
し
ぞ
お
つ
る
庭
の
朽
ば
に
（
信
実　

内

裏
百
番
歌
合　

承
久
元
年　

一
四
九
）

 

・
初
瀬
山
檜
原
の
嵐
落
ち
に
け
り
花
に
と
ま
ら
ぬ
入
逢
の
声
（「
古
寺
花
」
為
尹
千

首　

一
三
一
）

 

・
袂
に
や
落
つ
る
嵐
を
う
け
ぬ
ら
ん
刈
る
手
そ
よ
が
ぬ
山
の
下
し
ば
（「
麓
柴
」
為

尹
千
首　

八
〇
四
）

 

・
岩
浪
の
色
を
ぞ
埋
づ
む
と
な
せ
山
紅
葉
の
滝
の
落
つ
る
嵐
に
（「
嘉
元
元
年
式
部

卿
親
王
家
続
千
首
に
、
滝
紅
葉
」
藤
谷
和
歌
集
（
為
相
）
一
四
九
）

　
「
也
〈
な
り
」
は
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
を
表
す
助
動
詞
。

▽
良
経
は
、
六
百
番
歌
合
で
、
古
郷
の
む
な
し
き
枝
を
吹
く
風
を
詠
む
次
の
歌
を
、
判

者
俊
成
に
賞
賛
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

 

・
芳
野
山
花
の
古
郷
跡
た
え
て
む
な
し
き
枝
に
春
風
ぞ
吹
く
（
一
七
九
）

　

判
云
、
左
歌
、
む
な
し
き
枝
に
春
風
ぞ
吹
く
と
侍
る
こ
そ
、
よ
し
の
山
な
ど
は
ふ

り
に
た
る
事
と
お
ぼ
え
は
べ
る
も
の
を
、
い
づ
れ
の
峰
の
お
く
に
か
様
の
詞
の
は

な
残
り
侍
り
け
ん
と
、
猶
こ
の
み
ち
は
つ
き
す
ま
じ
き
事
に
こ
そ
侍
り
け
れ
と
、

こ
け
の
袖
も
い
と
ど
し
を
れ
ま
さ
り
て
お
ぼ
え
侍
る
…
…

こ
の
歌
は
後
に
新
古
今
集
に
入
集
し
た
。
41
番
歌
は
、
む
な
し
き
外
山
か
ら
吹
き
下
ろ

す
嵐
を
詠
み
、
類
似
の
発
想
で
あ
る
。「
嵐
落
つ
」
と
い
う
新
奇
な
表
現
が
あ
り
、
俊

成
判
も
「
左
又
い
う
な
り
」
と
一
応
の
評
価
は
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

42○
志
賀
の
浦
︱
志
賀
は
近
江
国
歌
枕
。
31
番
歌
注
参
照
。
初
句
末
「
や
」
で
、
切
れ
、

一
首
の
舞
台
を
提
示
す
る
。

 

・
志
賀
の
浦
や
遠
ざ
か
り
行
く
浪
間
よ
り
こ
ほ
り
て
出
づ
る
有
明
の
月
（「
摂
政
太

政
大
臣
家
歌
合
に
、
湖
上
冬
月
」
藤
原
家
隆
朝
臣　

新
古
今
集　

冬　

六
三
九

　

正
治
元
年
）

 

・
志
賀
の
浦
や
け
ふ
た
ち
か
へ
る
春
風
に
こ
ほ
ら
ぬ
浪
も
遠
ざ
か
り
け
り
（
寂
蓮　

正
治
初
度
百
首　

一
六
二
三
）

　

こ
れ
ら
と
同
様
で
あ
る
。

○
に
ほ
て
る
沖
︱
「
に
ほ
て
る
」
に
つ
い
て
は
27
番
歌
注
参
照
。「
に
ほ
て
る
」
は
月

の
光
な
ど
で
、
鳰
の
海
が
匂
う
よ
う
に
反
射
し
て
光
を
発
し
て
い
る
さ
ま
を
い
う
。

こ
こ
で
は
沖
か
ら
月
が
出
る
た
め
に
、
沖
の
方
が
明
る
く
光
を
放
っ
て
い
る
さ
ま
で

あ
る
。
本
歌
合
諸
本
は
「
に
ほ
て
る
沖
に
」
と
す
る
も
の
が
多
い
が
、
底
本
の
異
文

表
記
や
、
新
続
古
今
集
、
家
集
の
本
文
の
よ
う
に
「
に
ほ
て
る
沖
は
」
の
形
の
方
が

場
所
を
と
り
あ
げ
て
強
調
す
る
効
果
が
あ
る
。
こ
の
句
は
、
や
は
り
月
と
と
も
に
詠

む
良
経
の
先
例
が
あ
る
。

 

・
唐
崎
や
に
ほ
て
る
沖
に
雲
消
え
て
月0

の
氷
に
秋
風
ぞ
吹
く
（
正
治
初
度
百
首　

四
五
一
）

○
秋
も
お
ぼ
ろ
の
有
明
の
月
︱
朧
月
は
春
の
も
の
を
代
表
と
す
る
。

 

・
照
り
も
せ
ず
曇
り
も
は
て
ぬ
春
の
夜
の
朧
月
夜
に
し
く
も
の
ぞ
な
き
（「
文
集
、

嘉
陵
春
夜
詩
、
不
明
不
暗
朧
朧
月
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
り
け
る
」
大
江
千

里　

新
古
今
集　

春
上　

五
五
）

 

・
春
の
夜
の
お
ぼ
ろ
月
夜
や
こ
れ
な
ら
む
霞
に
く
も
る
有
明
の
空
（「
後
京
極
摂
政

の
家
の
歌
合
に
、
暁
霞
を
よ
み
侍
り
け
る
」
宜
秋
門
院
丹
後　

新
勅
撰
集　

春

上　

四
七　

正
治
二
年
）

　
「
秋
も
お
ぼ
ろ
の
」
は
、
春
は
も
ち
ろ
ん
秋
も
お
ぼ
ろ
の
、
の
意
。

▽
42
は
、
俊
成
が
方
人
の
機
先
を
制
し
て
、「
右
歌
、
殊
ニ

似
テ

染
ニム
心
肝
一ニ
」
と
賞
賛
し

た
歌
だ
け
あ
っ
て
、
勅
撰
集
な
ど
に
も
採
択
さ
れ
て
い
る
。
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